
§8．架設時キャンバーの施工誤差（最大値）に関するアンケート調査
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鋼橋技術研究会施工部会
　架設時キャンバーの施工誤差（最大値）に関するアンケート結果表

質　問　事　項 回　　　　　　　　答

1．過去の実績で架設時キャンバーの施工誤差が最大と思われる
　ものを、橋梁型式に別にご記入願います。

条件が違う場合は、同一型式で何橋でもご記入下さい。
橋　梁　型　式 回答件数 キャンバーの誤差

鋲
桁

単純桁
合　　　成 3橋 ＋25皿皿～＋38m皿

非　合　成 5橋 一30皿m～＋22mm

連続桁

2　径　間 2橋 一30mm～＋24m皿

3　径　間 4橋 一40mm～＋25mm

4　径　間 1橋 ＋20皿m

箱
桁

単　　　純　　　桁 3橋 一35mm、30m皿、＋21皿皿

連続桁
2　径　間 1橋 一18皿m

3　径　間 4橋 一30皿m～＋55mm

鋼床版

単　純　桁 2橋 一35m皿、一45mm

2径間連続 1橋 一30m皿～＋20皿m

3径間連続 7橋 一50mm～＋58皿m

4径間連続 2橋 一70mm～＋137mm

トラス桁　（連続桁） 2橋 一28mm～＋25mm

レ　ッ　グラーメ　ン桁 1橋 一40皿m

方　杖　ラ　ー　メ　ン　桁 1橋 ＋40皿m

逆　　ロ　　ー　　ゼ　　桁 1橋 一59mm～＋54mm

P　　B　　合　　成　　桁 1橋 ＋32m皿

計 41橋
産ア瑚陪　　詰果一要弄
参照．



架設時キャンバーの施工誤差（最大値）に関するアンケート調査結果一覧表

　　　　　施工例

　　　　＼

橋梁型式

1 2 3 4 5 6

鍍
　
　
　
桁
　
　
0

単純合成桁

28m（括・H） 35咲べ。H） 49皿（べ・H）

＋37皿 ＋25m皿 ＋38mm

蛍純非合成桁

30m（括・H） 35皿（べ。H） 38皿（べ・H） 40．3m（べ・HU 65皿（べ・H）

一30皿皿 十22mm 十15mm （鋼）一20皿皿 ＋15皿皿

2径間連続非合成

25．4皿（べ・H 54皿（直・H）

一30m皿 ＋24m皿

3径間連続非合成

25．4皿（べ・H 34．2皿（べ・H 35m（べ・H） 35．6m（括・H

一30mm 一25～＋25mm ＋18皿m （鋼）一40皿m

4径間連続非合成

46．1皿（べ・H

＋20皿皿

箱
　
　
　
　
　
　
桁
　
　
★

単純桁

44皿（べ・H） 55m（括・H） 65．2m（べ・H

（曲）一35田皿 ＋30m皿 ＋21mm

2径間連続非合成

76．4m＋59．4皿

　（べ・H）

一18皿m

3径間連続非合成

3046皿

（延・H）

3＠52．5皿

（べ。H）

3＠60皿

（べ・H）

3＠72．3m

（延・H）

＋55皿皿 一30～＋28皿皿 ＋19皿m 一30～＋25m皿

単純鋼床版桁

48m（べ・㎜） 60皿（括・H）

一45m皿 一35皿

2径間連続鋼床版

2＠65．5皿

（べ・H）

3＠60皿

（べ・H）

一30～＋20mm 一37m旧

3径間連続鋼床版

3＠50m

（延・肝）

3＠50皿

（べ・㎜）

49＋62、7＋45）

（べ・括・H）

3＠70皿

（括・H）

（55＋65＋73）m

　（べ・HW）

（58＋90＋58）皿

（べ・H）（括・li

一38mm 一48mm 一28mm 一38～＋58皿皿 一50皿皿 一40～＋30mm

4径間連続鋼床版

（97．7＋100＋100＋99．3）皿

　　　（括・肝）

40190m

（括・田）

＋137皿面 一70mm

トラス

　ム

2径間連続上路桁

2＠52皿

（直・H）

（注記）

L施工例の上段は支間長、架設工法、継手方法を表す。

　　　［架設工法］ベント工法　　　　　（べ）

　　　　　　　　　直吊り工法　　　　　（直）

　　　　　　　　　地組立一括架設　　　（括）

　　　　　　　　　手延べ送り出し工法　　（延）

　　　　　　　　　斜吊り工法　　　　　（斜）

　　　［継手方法］H・T・B又はT。C・B　　　（H）

　　　　　　　　　H・T・B又はT・C・Bと溶接：（㎜）

2．施工例の下段は架設時キャンバーの施工誤差（最大）

　を表す。

一28～十25m皿

3径間連続ダブル

　　　デッキ桁

3＠150皿

（括・旧）

十20m旧

Vレッグラーメン桁　◇

92m（斜・H）

一40皿

方杖ラーメン桁　　　◇

65m（べ。H）

＋40m凹

逆ローゼ桁　　　　　x

（26＋138＋27．5）皿（斜・H）

一59～＋54m皿

P　B合成桁　　　　　●

34皿（括・H）

＋32旧皿

（参考）叛桁15橋、箱桁20橋、その他の橋6橋、計41橋
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鋼橋技術研究会施工部会
　　　架設時キャンバーの施工誤差（最大値）に関するアンケート結果表

質　問　事　項 回　　　　　　　　答

施工条件

（1）施　工　範　囲　；架設、　床版、　舗装、　他

（2）主桁の継手方法；H・T・BまたはT・C・B（H）

　　　　　　　　　　溶接 （w）

　　　　　　　　　　H・T・BまたはT・C・Bと溶接の併用（HW）

（3）架　設　工　法；ベント工法　　　　（べ）
　　　　　　　　　　直吊り工法　　　　（直）
　　　　　　　　　　地組立一括架設工法（括）
　　　　　　　　　　手延べ送り出し工法（延）
　　　　　　　　　　斜吊り工法　　　　（斜）

（1）施工範囲

架設のみ 20橋
架設＋床版 9橋

架設＋床版＋舗装 5橋

架設＋壁高欄 3橋

架設＋壁高欄＋舗装 4橋

合　　　計 41橋

（2）主桁の接合方法

H・T・B 24橋
T・C・B 7橋

溶接のみ 0橋

HTB又はTCBと溶接の併用 9橋

リベット 1橋

合　　　　計 41橋
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鋼橋技術研究会施工部会
　　架設時キャンバーの施工誤差（最大値）に関するアンケート結果表

回 答

（3）架設工法

ベント工法（べ） 22橋
直吊り工法（直） 2橋

地組立一括架設工法（括） 10橋
手延べ送り出し工法（延） 3橋

斜吊り工法（斜） 2橋

（べ）＋（括） 2橋

合　　　計 41橋

2．誤差原因

設計上（仮定剛度と実剛度の差、解析方法） 12件
製作誤差 7件

溶接による歪 9件

不明（パイロットホール有り） 1件

不明（パイロットホール無し） 3件

温度差 5件

架設工法（架設順序） 11件
曲線桁 2件

脚梁のタワミ 1件

※1橋で複数の誤差原因が有る場合は、その全てを1件分のデータとした。

3．処理の方法

未処理 17橋　（41％）

床版ハンチにて修正（誤差の一部又は全部） 14橋　（34％）

壁高欄、地覆にて修正 4橋　（　10％）

舗装厚にて修正 5橋　（　12％）

不明 1橋　（　3％）

合　　　　　　　　計 41橋　（100％）


